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日
蓮
教
学
に
お
け
る
悪
知
識

の

一
考
察

―
苦
岸

比
丘

・
勝
意
比

丘
に

つ
い
て
―

原

愼

定

一

は
じ

め

に

日
蓮

は

「末
法
の
日
本
国
」
の
人
間
存
在
に
共
通
す
る
宗
教
的
課
題

と
し
て

「謗
法
」
と
い
う
問
題

を
提

示
し

た
。
日
蓮
に
と

っ
て

「謗

法
」
と
は
、
久
遠
本
仏
に
よ
る
救
済

の
意
志
が
示
さ
れ
た
法
華
経
に
対

す
る

「
背
き
」

の
罪
業
を
意
味
す
る
。

「
末
法
」
と
い
う
釈
尊
在
世
か
ら
遠
く
隔
た

っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、

仏
法
の
真
実
性
を
見
失

っ
た
偽
善
的
な
出
家
者
や
、
増
上
慢
に
陥

っ
た

高
僧
等
が
数
多
く
出
現
し
、
そ
れ
ら
が

「悪
知
識
」
と
な

っ
て
社
会
を

惑
わ
し

て
人
々
を
邪
見
に
陥
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て

「謗
法
」

の
罪
を

増
幅
さ

せ
て
い
る
と
日
蓮

は
指
摘
す
る
。
そ
の
代
表

的
な

人
物

と

し

て
、
浄

土
念
仏
の
法
然
、
鎌
倉
律
宗
の
忍
性
、
真
言
密
教
の
善
無
畏

・

金
剛
智

・
不
空
、
弘
法

・
慈
覚

・
智
証
等
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
か
か
る

悪
知
識

の
存
在
を
糾
弾
し
て
、
末
法
の
人
々
を
謗
法
の
罪
業
か
ら
脱
却

さ
せ
る

こ
と
が

「法
華
経
の
行
者
」
の
宗
教
的
使
命
で
あ
る
と
主
張
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
蓮

に
と

っ
て

「
悪
知
識
」
と
対
峙
す
る
こ
と
は
必

然
的
な
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
遺
文
中
に
は
悪
知
識
に
関
す
る
叙
述

が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
日
蓮
自
身
が
対
峙

し
て
い
る
悪
知
識
に
つ
い
て
言
及
す
る
場
合
、
必
ず
経
典
類
を
基
と
し

て
、
過
去

の
歴
史
的
事
象
を
例
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
過
去

の
悪

知
識

の
先
例
と
し
て
多
く
の
人
物
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、
大
き
く
二

つ
の
パ
タ
ー
ソ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
釈
尊
在
世

の
悪
知
識
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
提
婆
達
多

・
善

星
比
丘
な
ど
を
釈
尊
在
世

の
悪
知
識
と
し
て
例
示
す

る

こ
と

に
よ
っ

て
、
滅
後
末
法
に
は
そ
れ
を
越
え
る
多
く

の
悪
知
識
が
出
現
す
る
こ
と

を
検
証
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
す
で
に
若
干
考

察
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
1
)

い
ま

一
つ
は
、
経
典
に
説
か
れ
る
本
生
譚
あ
る
い
は
因
縁
談
に
登
場

す
る
も
の
で
、
釈
尊
以
前
の
仏
法
に
お
け

る

過
去
世
の
悪
知
識

で
あ
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る
。
そ

の
典
型
と
し
て
、
苦
岸
比
丘
と
勝
意
比
丘
と
い
う
存
在
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の

「苦
岸
比
丘
」
と

「
勝
意
比
丘
」
に

つ
い
て
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
知
識
に
対
す
る
日
蓮
の

視
点
を
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

苦

岸

比
丘

に

つ
い
て

苦
岸
比
丘
に
つ
い
て
は
、
『仏
蔵
経
』
巻
中
往
古
品
第
七

の
中

で
、
(
2
)

釈
尊
が
舎
利
弗
に
語
ら
れ
た
因
縁
談
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て

い
る
。
久
遠
無
量
無
辺
不
可
思
議
阿
僧
紙
劫
の
過
去
、
大
荘
厳
仏
の
滅
後
百

年
、
弟
子
が
分
か
れ
て
五
部
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
普
事

・
苦
岸

・
薩
和

多

・
将
去

・
賊
難
陀

の
五
比
丘
が
大
衆

の
師
と
な

っ
た
。
こ
の
う
ち
、

普
事
比

丘
だ
け
は
仏
の
所
説

の

「第

一
義
無
所
得
空
」

の
法
を
弁
え
て

い
た
が
、
苦
岸
等
の
四
比
丘
は
皆

「有
所
得
」
に
執
着
し
て
邪
見

の
道

に
陥
り
、
多
く
の
人
々
を
惑
わ
し
、
勢
力
の
弱
い
普
事
比
丘
を
軽
ん
じ

た
た
め
に
仏
法
は
ま
さ
に
滅
び
よ
う
と
し
て
い
た
。
苦
岸
等
の
四
比
丘

と
、
そ
れ
に
従

っ
た
六
百
四
万
億
人
の
弟
子
信
徒
は
、
死
後
い
ず
れ
も

阿
鼻
地
獄
に
堕

ち
、
熱
鉄

の
上
に
焼
か
れ
て

一
大
劫
に
わ
た

っ
て
八
大

地
獄
を
巡
る
。
劫
尽
き
て
も
さ
ら
に
他
の
阿
鼻
地
獄
を
展
転
し
、
た
ま

た
ま
人
中
に
生
じ
て
も
五
百
世

の
間
は
盲
目
の
身
と
な
る
。
そ
の
後
、

一
切
明
仏
に
師
事
し
て
出
家
修
行
す
る
が
証
果
は
得
ら
れ
ず
、
か
え

っ

て
阿
鼻
地
獄
に
転
生
す
る
。
こ
う
し
て
今
日
ま
で
九
十
九
億
の
仏
に
遭

日
蓮
教
学
に
お
け
る
悪
知
識
の
一
考
察

(原
)

い
な
が
ら
も
、

一
人
と
し
て
涅
槃
に
入

っ
た
者
は
な
い
。
そ
の
理
由
は

仏
の
真
実
の
教
え
を
破
り
、
賢
聖
持
戒
の
比
丘
を
誹
謗
し
た
罪
業
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
苦
岸
等
の
四
比
丘
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の

提
婆
達
多

・
拘
迦
離

・
迦

(毘
)
羅

・
裸
形
沙
門
波
利
摩
陀
で
あ

り
、

普
事
比
丘
と
は
今
の
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
で
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
説

か
れ
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
は
こ
の

『
仏
蔵
経
』

の
因
縁
談
に

つ

い
て
、
『
注
法
華
経
』
不

軽
品
の
行
間
に
次
の
よ
う
に
書
き
入
れ
て
い
る
。

仏
蔵
経
。
羅
什
訳
。
有

仏
号

大
荘
厳
如
来

○
其
仏
滅
度
百
歳
之
後
。
諸
弟

子
衆
分
為

五
部

一
名

普
事

二
名

苦
岸

三
名

薩
和
多
刃
四
名

将

去

五
名

跋
難
陀

○
是
苦
岸
比
丘
。
○
親

近
此
人

及
善
知
識
並
諸
檀

越
。
凡
有
六

百
四
万
億
人

在

大
地
獄

○
大
劫
若
焼
。
○
従

此
阿
鼻

大
地
獄
中

転

生
他
方

在

大
地
獄
(
3
)

ま
た
日
蓮
の
遺
文
に
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
記
述
が
十
数
ケ
所
に
見
ら

れ
る
。
具
体
的
な
叙
述
と
し
て
は
、
『守
護
国
家
論
』
の
中
に
、

第
二
明

雖

受

難

受
人
身

値
中
難

値
仏
法

値

悪
知
識

故

堕

三
悪

道

者
仏
蔵
経
云
大
荘
厳
仏
滅
後
五
比
丘
。

一
人
知

正
道

度

多
億
人

四

人
住

邪
見

此
四
人
命
終

後
堕

阿
鼻
地
獄
刃
仰
臥

伏

伏
左
脇
臥
右
脇

臥

各
九
百
万
億
歳
。
乃
至
若
在
家
出
家
親

近

此
人

並
諸
檀
越
凡
六
百

四
万
億
人
。与

此
四
師

倶
生
倶
死

在

大
地
獄

受

諸
焼
煮

大
劫
若
尽

是

四
悪

人
及
六
百

四
万
億

人
従

此
阿
鼻

地
獄

転

生
他
方
大

地
獄

中

已
上
。

(
一
二

一
頁
)
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日
蓮
教
学
に
お
け
る
悪
知
識
の
一
考
察

(原
)

と
記
さ
れ
、
堕
地
獄
の
問
題
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

『顕
謗
法
紗
』
で
は
、
悪
象
は
身
体
を
破
壊
す
る
だ
け
な
の
で

悪
象
に
殺
さ
れ
て
も
三
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
は
な
い
が
、
悪
知
識
は
身

心
と
も

に
破
壊
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
存
在
に
惑
わ
さ
れ
れ
ば

三

悪

道

に
堕

ち
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
と

い
う

『
涅
槃

経

』
(
4
)

の
文

を
引

用

し

て
、

此
経
文

の
心

は
、
後
世
を
願

は
ん
人

は

一
切

の
悪
縁
を
恐
べ
し
。

一
切

の
悪

縁
よ
り
は
悪
知
識
を
を
そ

る
べ
し
と

み
え
た
り
。
さ
れ
ば

大
荘
厳
仏

の
末

の

四

比
丘
は
自
悪
法
を
行
じ
て
、
十
方
の
大
阿
鼻
地
獄
を
経
る
の
み
な
ら

ず
、
六
百
億
人
の
檀
那
等
を
も
十
方
の
地
獄
に
堕
し
ぬ
。
(二
六
二
頁
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
次
下
に
は
釈
尊
在
世

の
鴦
堀
摩
羅

・
善
星
比

丘

・
阿
閣
世
等
の
行
跡
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
先
立

っ
て
こ
の

「
大
荘
厳
仏
の
末
の
四
比
丘
」
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と

は
改
め
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
苦
岸
等
の
四
比

丘
は
自
ら
悪
法
を
行
じ
て
阿
鼻
地
獄
を
経
歴
し
た
ぼ
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
邪
見
に
惑
わ
さ
れ
た
六
百
億
人
の
弟
子
信
徒
も
ま
た
、

一
同
に
阿

鼻
地
獄
を
展
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
日
蓮
は
こ
の

こ
と
を
特
に
問
題
点
と
し
て
強
調
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。こ
う
し
た
堕
地
獄
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
『
曾
谷
二
郎
入
道
殿
御
報
』

の
中
で
、

日
本
国
中
四
十
五
億
八
万
九
千
六
百
五
十
九
人

一
切
衆
生
如

彼
苦
岸
等
弟

子
檀
那
等

堕

阿
鼻
地
獄

於

熱
鉄
上

仰
臥

九
百
万
億
歳

伏
臥

九
百

万
億
歳

左
脇
臥

九
百
万
億
歳

右
脇
臥

九
百
万
億
歳

如

是
在

熱
鉄

上

三
千
六
百
万
億
歳

然

後
従

此
阿
鼻
地
獄

転

生

他
方

有

大
地

獄

無
数
百
千
万
億
那
由
佗
歳
受

大
苦
悩

(
一
八
七
四
頁
)

と
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
蓮
は
苦
岸
等

の
弟
子
信
徒
の
堕
地
獄
の

様
相
を
詳
し
く
描
写
し
、
日
本
国

の
一
切
衆

生
も

ま
さ

し
く

「悪
知

識
」
に
導
か
れ
て
堕
地
獄
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
を
強
く
訴
え

か
け
る
の
で
あ
る
。

三

勝
意

比

丘

に

つ
い
て

過
去
世
の
悪
知
識
の
も
う

一
人
の
典
型
と
し
て
描
か
れ
る
勝
意
比
丘

に
つ
い
て
は
、
『諸
法
無
行
経
』
(
5
)

に
そ
の
行
跡
が
詳
し
く
説
か
れ

て
お

り
、
『大
智
度
論
』
(
6
)

に
も
説
示
が
見

ら
れ

る
。

こ
れ
は
文
殊
師
利
菩
薩

の
因
縁
談
と
し
て
説
か
れ
る
も

の
で
、
無
量
無
辺
阿
僧
祇
劫

の
過
去
、

師
子
音
王
仏
の
滅
後
六
万
歳
の
末
法
に
現
れ

た
喜
根
菩
薩
は
、
世
法
を

捨
て
ず
、
善
悪
を
分
別
せ
ず
、
少
欲
知
足
や
戒
行
頭
陀
行
な
ど
の
小
乗

的
な
教
え
を
称
賛
せ
ず
、
た
だ
諸
法
の
実
相
を
説
く
だ
け
で
、
弟
子
を

教
化
し
て

一
相
智
に
入
ら
し
め
た
。
い
っ
ぽ

う
勝
意
比
丘
は
、
持
戒
清

浄
に
し
て
十
二
頭
陀
を
行
じ
、
四
禅
と
四
無
色
定
を
得
て
い
た
が
、
そ

の
弟
子
は
鈍
根
に
し
て
多
く
分
別
を
求
め
て
心
が
動
転
し
、
他
人
の
過

失
を
あ
げ

つ
ら
う
こ
と
を
楽
し
ん
だ
。
勝
意

は
喜
根
の
説
は
虚
妄
な
邪

見
で
あ
る
と
謗
り
、
邪
説
を
も

っ
て
教
化
し
て
い
る
と
侮
辱
し
た
が
、
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喜
根
は

こ
れ
を
憐
れ

み
衆
僧
を
集
め
て
、
さ
ら
に
諸
法
実
相
の
法
を
七

十
余
偈
を
も

っ
て
説
き
、
勝
意
の
た
め
に
後
世
の
仏
道

の
因
縁

と

し

た
。
か
く
し
て
勝
意
は
生
き
な
が
ら
大
地
獄
に
堕
ち
、
百
千
億
那
由
佗

劫
の
間
、
地
獄
の
苦
果
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
喜
根
菩
薩
は
東
方
十

万
億

の
仏
土
を
過
ぎ
た
宝
荘
厳
世
界
に
お
い
て
成
道
し
、
勝
日
光
明
威

徳
王
如
来
と
な
る
。
今
の
文
殊
師
利
菩
薩
は
、
そ
の
時
の
勝
意
比
丘
で

あ
り
、
堕
地
獄
の
罪
業
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
あ
の
と

き
喜
根
菩
薩
の
説
法
を
聞
い
た
功
徳
が
深
い
因
縁
と
な

っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
が
勝
意
比
丘
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
、
前
項
の
苦
岸
比
丘
等

の
行
跡
と
列
挙
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば

『
諫
暁
八
幡
抄
』
に

は
、例

せ
ば
大
荘
厳
仏
の
末
四
比
丘
が
六
百
万
億
那
由
佗
の
人
を
皆
無
間
地
獄
に

堕
と

せ
る
と
、
師
子
音
王
仏

の
末

の
勝
意
比

丘
が
無
量
無

辺

の
持

戒

の
比

丘

・
比
丘
尼

・
う
ば
そ
く

・
う

ば

い
を
皆
阿
鼻
大
城

に
導

と
、
今
三
大
師

の
教
化

に
値

て
日
本
国
四
十
九
億
九
万

四
千

八
百
二
十

八
人
の

一
切
衆
生
、

又
四
十
九
億
等

の
人

々
四
百
余
年

に
死

て
無
間
地
獄

に
堕

ぬ
れ
ば
、
其
後
他

方

世
界
よ
り
は
生
て
又
死
し

て
無
間
地
獄

に
堕

ぬ
。

か
く

の

ご

と

く
堕

者

大
地
微
塵
よ
り
も
多
し
。
此
皆
三
大
師

の
科
ぞ

か
し
。

(
二
八
四
七
頁
)

と
記

さ

れ

る
。

ま

た

『
曾

谷

二

郎

入

道

殿

御

報

』

に

は

、

如

彼
大
荘
厳
仏
末
六
百
四
万
億
那
由
佗
四
衆

各
々
業
因
雖

異

倶
師

苦
岸
等
四
人

故
同
入

無
間
地
獄

又
師
子
音
王
仏
末
法
無
量
無
辺
弟
子
等

日
蓮
教
学
に
お
け
る
悪
知
識
の
一
考
察

(原
)

中
雖

有

貴
賎
異

同
為

勝
意
弟
子

故

一
同
堕

阿
鼻
大
城
殉
今
日
本
国
亦

復
如

是
矣
。
(
一
八
七
三
頁
)

と
記
さ
れ
、
悪
知
識
の
影
響
が
端
的
に
述
べ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
蓮

は
、
大
荘
厳
仏
の
末
の
苦
岸
等
の
四
比
丘
の
行
跡

と
、
師
子
音
王
仏
の
末
の
勝
意
比
丘
の
行
跡
を
列
記
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
悪
知
識
に
導

か
れ
た
人
々
が

い
ず
れ
も
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
た
と
解

釈
し
て
い
る
。
実
は
、
勝
意
比
丘
の
行
跡
を
説

い
た
原
典
に
は
、
弟
子

信
徒
の
堕
地
獄
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
日
蓮

は
勝
意
の
弟
子
信
徒
も
ま
た
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
た
と
受

け
と

め

て
お

り
、
こ
こ
に
日
蓮
の
解
釈
の
特
色
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ひ
と
た
び

「悪
知
識
」
に
惑

わ
さ
れ
て
邪
見
に
陥

っ
た
人

々
は
、

必
ず

阿
鼻
地
獄

に
堕
ち
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
日
蓮
は
捉
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
か
か

る
悲
劇
的
な
事
態
が
、
ま
さ
に
末
法
の
日
本
国

に
お
い
て
現
実
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
し
て
、
盛
ん
に
警
告
を
発
し
た
の
で
あ
る
。

四

教

理
上

の
問

題
点

以
上
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
大
荘
厳
仏
の
末

の
苦
岸
等
の
四
比
丘
と
、

師
子
音
王
仏
の
末
法
の
勝
意
比
丘
を
、
過
去
世

の
悪
知
識
の
典
型
と
し

て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら

は

「末
法
」
と
い
う
時

代
認
識
の
同
時
性
を
機
軸
と
し
な
が
ら
、
永
劫

に
わ
た
る
堕
地
獄

の
罪

業
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
両
者
は
、

い
ず
れ
も
仏
滅
後

の

「末
法
」
に
お
い
て
仏
法

の
真
実

に
背
き
、
弟
子
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蓮
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信
徒
を
邪
見
に
陥
れ
て
永
劫
の
堕
地
獄

へ
導
い
た

「悪
知
識
」
と
し
て

強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
苦
岸
比
丘
等
と
勝
意
比
丘
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
悪

知
識
と

し
て
の
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
日
蓮
の
内
観
に

お
け
る
両
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
微
妙
に
異
な
る
部
分
が
あ

っ
た
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
相
違
点
と
は
、
概
略
的
に
言
え
ば
、

苦
岸
比

丘
等
は
永
劫
に
わ
た
る
堕
地
獄
を
繰
り
返
し
、
救
済
の
見
通
し

が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
勝
意
比
丘
は
喜
根
菩
薩
の
説
法

を
聞
い
た
こ
と
が
逆
縁
と
な
り
、
や
が
て
堕
地
獄
の
罪
業
か
ら
脱
却
す

る
道
が

開
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
喜
根
菩
薩
が
勝
意
比
丘
か
ら
誹
謗
さ
れ
な
が
ら
も
、

あ
え
て
諸
法
実
相
の
教
理
を
説
き
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ソ
ト
が
あ

り
、
そ
れ
は
天
台
教
学
に
お
け
る
逆
縁
下
種
の
論
理
に
結
び
つ
く
も

の

で
あ
る
。
こ
の
点
に
関

し

て
天
台

の

『法
華
玄
義
』
に
は

「若
信
若

謗
。
因
倒
因
起
。
如

喜
根
雖

謗
後
要
得

度
」
(
7
)

と
あ
り
、
ま
た

『
法
華

文
句
』

に
は

「喜
根
以

慈
故
強
説
。
如
来
以

悲
故
発
遣
」
(
8
)

と
説
か
れ

る
。
日
蓮
は
こ
れ
ら
の
文
を

『
注
法
華
経
』
化
城
喩
品
と
不
軽
品

の
行

間
に
書
き
入
れ
て
お
り
、
遺
文
に
も
引
用
し
て
い
る
。
(
9
)

か
く
し
て
逆
縁

下
種
の
問
題
を
媒
介
と
し
て
、
喜
根
菩
薩

の
行
軌

は
、
法
華
経

の
不
軽

菩
薩

の
行
軌
と
オ

ー
パ
ー
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
(
1
0
)

な
お
、

巨
蓮
は

『
開
目
抄
』
の
中
で

「久
遠
大
通
の
者
の
三
五
の
塵

を
ふ
る
、
悪
知
識
に
値
ゆ

へ
な
り
」
(六
〇
一
頁
)
(
1
1
)

と
述
べ
、
謗
法
の
問

題

を

「
三

五

塵

点

」

経

歴

の
罪

業

と

し

て

受
け

と

め

て

い
る
。

し

か
も

そ

の
罪

の
根

源

性

は

「
悪

知

識

」

と

の
関

係

で
捉

え

ら
れ

て

い
る

こ
と

が

特

徴

的

で

あ

る

。

こ

の

こ
と

は

教

理

上

の
重

要

な

問

題

点

で
あ

り

、

改

め

て
検

討

し

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
課

題

で
あ

る
。

文
中
引
用

の
日
蓮
遺
文

は
す
べ

て
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究

所
編

『
昭
和
定

本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
拠
り
、

(

)

内
に
そ
の
頁
数

を
記

し
た
。

1

拙
稿

「
日
蓮
聖
人
遺
文
に
見
ら
れ
る

『提
婆
達
多
』

に

つ
い
て
1
悪
知

識
と
し
て

の

一
側
面
―

」

(『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』

一
二
号
)
、
「
日
蓮

教
学

に
お
け
る
逆
罪
者

の

二
考
察

善
星
比
丘
に

つ
い
て
―

」
(
『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
四
二
―

二
)

2

『
大
正
蔵
経
』

二
五
巻
七
九
四
頁
。

3

『
定
本
注
法
華
経
』
七
―

二
四
。

4

『
大
正
蔵
経
』

一
二
巻
四
九
七
頁
。

5

『
大
正
蔵
経
』

一
五
巻
七
五
九
頁
。

6

『
大
正
蔵
経
』
二
五
巻

二
〇
七
頁
。

7

『
大
正
蔵
経
』
三
三
巻
七
五
五
頁
。

8

『
大
正
蔵
経
』
三
四
巻
四
九
頁
。

9

『
唱
法
華
題
目
抄
』

(
一
八
九

・
二
〇
五
頁
)

10

『
災
難
対
治
抄
』

(
一
六
六
頁
)

に
は
喜
根
菩
薩
と
不
軽
菩
薩

の
行
跡
が

列
記
さ
れ

て
い
る
。

11

同
様

の
説
示
が

『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
(
三
二
六
頁

)
、
『
兄
弟
鈔
』

(九
二
二
頁
)

に
も
見
ら
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

日
蓮
、
悪
知
識
、
苦
岸
比
丘
、
勝
意
比
丘
(
立
正
大
学
講
師
)
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